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絶景の山頂目指して
　2月7日、獅子島ウォークが開催され、約 600 人の参加者
は 360 度のパノラマが広がる七郎山山頂を目指しました。

（関連記事＝Ｐ２，３）



獅
子
島
の
自
然
・
食
・
人
に
ふ
れ
る

↑七郎山山頂で、絶景を楽しむ参加者

落
語
を
楽
し
む

　

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
の
前
日
と
な
る

2
月
６
日
の
夜
、
獅
子
島
小
中
学
校

の
体
育
館
で
は
町
制
施
行
10
周
年
記

念
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
６
前
夜

祭
「
桂
米
助
・
桂
竹
丸
二
人
会
」
が

開
催
さ
れ
、
有
名
な
二
人
の
落
語
家

を
一
目
見
よ
う
と
、
島
内
か
ら
約

１
５
０
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

二
人
会
で
は
、
始
め
に
桂
竹
丸
さ

ん
が
鹿
児
島
弁
を
織
り
交
ぜ
た
ダ

ジ
ャ
レ
を
連
発
し
て
場
を
盛
り
上

げ
、
桂
米
助
さ
ん
が
、
出
演
し
て
い

た
テ
レ
ビ
番
組
「
突
撃
！
隣
の
晩
ご

は
ん
」
の
収
録
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
話
し
た
後
、
本
格
的
な
落
語
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
落
語
が
終
わ
る
と
、
片
側

港
で
は
、
約
70
発
の
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
盛
大
な
前
夜
祭
と
な
り
ま

し
た
。

～
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
前
夜
祭
～

↑アオサ汁などのおもてなし

↑桂米助さん↑桂竹丸さん

↑
片
側
港
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
を
発

着
点
と
し
て
、
七
郎
山
（
標
高
３
９
３

㍍
）
山
頂
を
折
り
返
す
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
『
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
』
が
２
月
７

日
、
県
最
北
端
の
島
「
獅
子
島
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
強
い
人
気
を
誇
る
こ
の
大
会
は
、

昨
年
12
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
内

外
か
ら
約
１
２
０
０
人
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
約
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
獅
子
島
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
よ
る
太
鼓
で
歓
迎
を
受
け
た

後
、
午
前
10
時
に
出
発
し
、
13
㌔
の

コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
い
て
い
ま
し
た
。
折
り
返
し
地
点
と

な
る
山
頂
で
は
、
島
民
の
か
た
が
振
る

舞
っ
た
ポ
ン
カ
ン
や
飴
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
、
３
６
０
度
に
広
が
る
パ
ノ
ラ
マ

風
景
を
写
真
に
収
め
よ
う
と
す
る
姿
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
、
ブ
リ
や
タ
イ
、
ア
オ

サ
な
ど
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
地
元
婦
人
会
手
作
り
の
ア
オ

サ
汁
と
お
に
ぎ
り
で
参
加
者
を
も
て
な

し
て
い
ま
し
た
。

　

天
草
市
か
ら
参
加
し
た
渡
辺
秀
昭
さ

ん
（
80
）
は
「
山
頂
で
見
る
こ
と
の
で

き
る
景
色
も
、
抽
選
会
で
当
た
る
特
産

品
も
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。
体
力
が
続
く

限
り
来
年
も
是
非
参
加
し
続
け
た
い
」

と
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

↑ゴール！ ↑会場内では特産品の販売も ↑太鼓で歓迎する児童たち

山頂を目指す参加者
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長島町総合運動公園実施計画を決定
　町民の健康増進やふれ合いの場として
利用できる長島町総合運動公園実施設計
計画が決まりました。
　今回の実施設計では、国の補助事業を
活用し 400 ｍトラックをメインとする
運動施設ゾーンとソフトボール、グラウ
ンド・ゴルフなどに利用できる多目的広
場ゾーンを計画に取り入れて事業を実施
する計画です。
　平成 28 年度は長島町総合町民体育館
の補修工事を行い、公園工事には平成
29 年度から着手し、おおむね平成 32 年
度に完成する見込です。

町総合運動公園
全体計画平面図

町
内
選
手
が
活
躍

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
・
県
下
一
周
駅
伝

　

第
29
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
が
１
月
31
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
水
チ
ー
ム
に
本
町

か
ら
選
手
と
し
て
久
保
亜
美
さ
ん

（
出
水
中
央
高
校
３
年
・
川
床
下
）、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
北
園
香
代
子

さ
ん
（
平
尾
小
学
校
教
員
）
が
選
出

さ
れ
、
久
保
さ
ん
は
最
終
区
間
の
第

６
区
を
走
り
、
出
水
チ
ー
ム
の
総
合

４
位
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
13
日
か
ら
17
日
の
５

日
間
の
日
程
で
第
63
回
鹿
児
島
県
下

一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
、出
水
チ
ー
ム
に
本
町
か
ら
、

樋
渡
速
太
さ
ん
（
第
一
工
業
大
学
４

年
・
菅
牟
田
）、
中
橋
信
人
さ
ん
（
自

営
業
・
幣
串
）、
池
田
智
史
さ
ん
（
陸

上
自
衛
隊
国
分
・
幣
串
）、
大
西
豪

さ
ん
（
川
内
高
校
２
年
・
指
江
）
の

４
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

地
元
入
り
と
な
る
第
２
日
目
（
14

日
）、
３
区
樋
渡
選
手
が
２
位
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
と
、
出
水
チ
ー
ム
は

続
く
第
４
区
で
首
位
に
浮
上
。
５
区

大
西
選
手
・
６
区
中
橋
選
手
の
好
走

で
首
位
を
キ
ー
プ
す
る
と
、
各
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
が
集
ま
る
７
区
を
厳
し

い
天
候
の
中
、池
田
選
手
が
粘
走
し
、

出
水
チ
ー
ム
の
日
間
２
位
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
に
、
出
水
チ
ー
ム
に
お

い
て
町
内
出
身
選
手
の
活
躍
が
光
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

↑タスキを繋ぐ池田選手（写真左）と中橋選手（写真右）
（南日本新聞社提供）

プ
ロ
の
歌
に
聞
き
入
る

　

2
月
7
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
長

島
町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業　

北
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｈ
Ｋ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、

歌
手
の
原
田
悠
里
さ
ん
、
北
山
た
け

し
さ
ん
、
大
江
裕
さ
ん
が
力
強
い
演

歌
の
数
々
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

全
席
自
由
席
・
昼
夜
２
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
遠
方
か
ら
の

来
場
者
ら
が
早
い
時
間
か
ら
入
場
待

ち
の
行
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
演
す
る
と
、
北

島
三
郎
さ
ん
の
「
ま
つ
り
」
を
初
め

と
し
た
名
曲
の
数
々
で
会
場
は
早
く

も
大
盛
り
上
が
り
。
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
大
江
さ
ん
が
会

場
の
外
ま
で
響
き
渡
る
力
強
い
声
量

で
「
河
内
お
と
こ
節
」
や
「
北
島
メ

ド
レ
ー
」
な
ど
の
名
曲
を
歌
い
上
げ

る
と
、
北
山
さ
ん
は
客
席
に
降
り
て

観
客
と
触
れ
あ
い
な
が
ら
「
片
道
切

符
」「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」を
熱
唱
。

原
田
さ
ん
は
曲
の
後
半
に
「
天
草
の

女
」「
特
攻
の
母
」
を
し
っ
と
り
と

歌
い
上
げ
、
観
客
も
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

長
島
町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
公
演

　

北
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｈ
Ｋ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト

役
場
周
辺
の
道
路
整
備
が
完
了

県
道
長
島
宮
之
浦
港
線
（
鷹
巣
工
区
）
道
路
改
良
事
業
竣
工
式

　

2
月
26
日
、
長
島
町
役
場
前
で
県

道
長
島
宮
之
浦
港
線
（
鷹
巣
工
区
）

道
路
改
良
事
業
の
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
道
長
島
宮
之
浦

港
線
の
鷹
巣
運
動
場
入
口
付
近
か
ら

山
中
交
差
点
の
区
間
８
３
５
㍍
の
道

路
改
良
事
業
で
、
平
成
16
年
度
か
ら

着
工
。
事
業
費
約
15
億
円
と
約
12
年

と
い
う
年
月
を
投
じ
て
の
完
成
と
な

り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
神
事
が
行
わ
れ
た

後
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
碑
に
は
、
県
・
町
・
議
会
・

地
権
者
・
地
域
住
民
・
建
設
業
者
・

長
島
を
愛
す
る
か
た
が
た
（
七
重
）

の
協
力
（
恵
）
で
完
成
し
た
と
い
う

感
謝
が
込
め
ら
れ
て
「
七
重
の
恵
」

と
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑完成した役場前交差点

↑コンサート終了後も多くのファンで賑わいました ↑歌を熱唱する 3 人

↑道路整備着工前の役場前交差点
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平
成
26
年
度
決
算
の
連
結
財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
18
年
６
月
に
成
立
し
た
「
行

政
改
革
推
進
法
」
を
契
機
に
、
地
方

の
資
産
・
債
務
改
革
の
一
環
と
し
て

「
新
地
方
公
会
計
制
度
の
整
備
」
が

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
の
考
え
か
た
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
単
体
お
よ
び
関
連
団

体
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
財
務
諸
表
４

表
（
貸
借
対
照
表
・
資
金
収
支
計
算

書
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
・
純
資
産

変
動
計
算
書
）
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
連
結
財
務
諸
表
と
は
？

　

長
島
町
は
、
普
通
会
計
で
実
施
し

て
い
る
事
業
の
ほ
か
に
も
、
公
営
企

業
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
を
設
け
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
と

一
部
事
務
組
合
を
設
置
し
て
特
定
の

事
業
を
行
っ
た
り
、
町
が
自
ら
出
資

し
た
団
体
と
連
携
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
普
通
会
計
の
財
務
諸
表
を
作

成
す
る
だ
け
で
は
、
町
の
財
務
状
況

の
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

　

そ
こ
で
、
長
島
町
の
普
通
会
計
、

公
営
企
業
会
計
と
併
せ
て
関
係
団
体

な
ど
も
連
結
し
た
財
務
諸
表
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
町
財
政
の
全
体
の
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。

貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表（バランスシート）
は、会計年度末に長島町が保有し
ている資産と、その資産を取得す
るために使ったお金の調達方法を
表しています。現金の収支に注目
するこれまでの決算書では、表示
することができなかった町の財産
や負債など、これまでの資産形成
の結果を知ることができます。

【資産の部】 金額（千円） 【負債の部】 金額（千円）
公共資産（※１） 59,744,448 固定負債 16,628,169
投資等（※２） 4,334,309 　地方債 14,321,257
　投資および出資金 130,997 　退職手当引当金 2,029,074
　基金など 4,174,516 　その他 277,838
　その他 28,796 流動負債 1,559,594
流動資産（※３） 2,939,124 　翌年度償還予定地方債 1,471,347
　現金・預金 2,913,714 　賞与引当金 85,256
　未収金 25,410 　その他 2,991
　資産合計 67,017,881 負債合計（※４） 18,187,763

【純資産の部】
純資産合計（※５） 48,830,118
負債 + 純資産　合計 67,017,881

【資産の部】 金額（万円） 【負債の部】 金額（万円）
公共資産（※１） 544.4 固定負債 151.5
投資など（※２） 39.5 　地方債 130.5
　投資および出資金 1.2 　退職手当引当金 18.5
　基金など 38.0 　その他 2.5
　その他 0.3 流動負債 14.2
流動資産（※３） 26.8 　翌年度償還予定地方債 13.4
　現金・預金 26.6 　賞与引当金 0.7
　未収金 0.2 　その他 0.1
　資産合計 610.7 負債合計（※４） 165.7

【純資産の部】 金額（万円）
純資産合計（※５） 445.0
負債 + 純資産合計 610.7

貸借対照表を住民 1 人あたりに換算すると ･･･ 平成 27 年３月 31 日時点の人口：10,974 人で計算

行政コスト計算書
　行政サービスを提供する
際に発生する支出のうち、資
産の取得（土地や建物の購
入など）にかからない支出
と、行政サービスの対価と
して得られた収入を計上し
ています。純経常行政コス
トで見ると収益が費用を下
回っていますが、これは行
政コスト計算書上の収入に、
行政サービスの直接的な収
入のみを計上しているため
です。

【区分】 金額（千円） 【区分】 金額（千円）

経常費用 14,820,578 経常収益 3,290,219

　人にかかるコスト（※１） 2,678,083 　使用料・手数料 54,742

　物にかかるコスト（※２） 4,480,308 　分担金・負担金・寄附金（※５） 2,025,736

　移転支出的なコスト（※３） 7,391,109 　保険料 478,522

　その他のコスト（※４） 271,078 　事業収益 708,859

　その他特定行政サービス収入 22,360

純経常行政コスト 11,530,359

※１…職員給与のほか、賞与引当金や退職手当引当金の繰入額
※２…物件費のほか、施設の維持補修費や減価償却費
※３…社会保障の給付や他会計への繰出金など　　※ ４…支払利息など
※５…行政サービスの直接の対価である使用料・手数料と分担金・負担金・寄付金など

純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産の部の増加要因と減少要因を計上し、
純資産が１年間でどのように変動したのかを示しています。
　純資産の増加要因には、行政サービスの対価として支払
われる以外の収入（税収や国・県からの補助金など）があり、
減少要因には、連結行政コスト計算書で算出される純経常
行政コストや災害復旧などで臨時的に必要となった支出な
どが計上されます。

【区分】 金額（千円）

前年度末の残高…[A] 49,348,358

　純経常行政コスト…[B] △ 11,530,359

　経常的な収入…[C] 11,062,869

　臨時損益…[D] △ 250,487

　その他…[E] 199,737

当年度末の残高…[A] －（[B]+[C]+[D]+[E]） 48,830,118

　純資産が昨年度よりも増加した場合は、負債の
増加より資産の増加のほうが多かったことを示し
ています。逆に純資産が減少した場合は、行政コ
ストが多くかかり、資産の増加より負債の増加が
多かったことを示しています。

資金収支計算書
　連結貸借対照表の現金が１年間でどのように変化したの
かを表しています。
　現金の使いみちによって３つの区分に分け、どのような
行政活動にいくら使ったのかが分かります。

【区分】 金額（千円）

前年度末の残高…[A] 2,598,758

　経常的収支…[B] 2,544,373

　公共資産整備収支…[C] △ 597,497

　投資・財務的収支…[D] △ 1,631,864

　経費負担割合変動に伴う差額…[E] △ 56

【※当年度の資金変動額】 314,956

当年度末の残高…[A] －（[B]+[C]+[D]+[E]） 2,913,714

経常的収支
　行政サービスの提供で必要となる人件費や物件費などの支
出と税収などによる収入が計上。
公共資産整備収支
　道路や施設の取得のために支出した金額とその財源となっ
た公債や補助金が計上。
投資・財務的収支
　支出には基金への積立額や公債の償還額が、収入には公債
発行収入や貸付金の回収額などが計上。

長島町の財政分析

【区分】 平成 25 年度 平成 26 年度 対比

純資産比率（％） 74.2 72.9 △ 1.3

純資産（千円） 49,348,358 48,830,118 △ 518,240

資産合計（千円） 66,487,620 67,017,881 530,261

　連結財務諸表作成によって、従来とは違う新しい

視点から財政の分析ができるようになりました。

　本町もこれらの分析データを活用しながら、より

一層の行財政改革を進めます。

≪純資産比率≫

　「資産合計」に占める「純資産」の割合が平成 25 年度から平成
26 年度にかけて 1.3 ポイント減少していることから、地方債な
ど負債の割合が増加しているということになります。

【区分】 平成 25 年度 平成 26 年度

流動比率（％） 167.8 188.5

流動資産（千円） 2,629,474 2,939,124

流動負債（千円） 1,566,659 1,559,594

≪流動比率≫

　貸借対照表の流動資産（現金化しやすい資産）と、
流動負債（翌年度支払わなければならない負債）
の割合を示すことで、短期的な資金繰りの安定性
が分析されます。
　この比率が高ければ高いほど短期的な資金繰り
は安定しているといえます。一方で、この比率が
100％を下回った場合は、短期的な資金繰りに行き
詰まる危険があります。本町では 188.5％と安定
した水準にあり、資金繰りに余裕があるといえま
す。

◎問い合わせ先
　役場企画財政課財政係
　☎（86）1134［直通］

※１…道路や学校など町が保有
する公共施設の総額
※２…特定の目的で積み立てた
基金や出資金など
※３…現金や預金など
※４…地方債の残高、退職手当
などの総額（将来世代が負担する
金額）
※５…国や県から、道路、学校
などの整備の財源として受けた補
助金や地方税などの総額（これま
での世代が負担してきた金額）
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１　職員の任免および職員数に関する状況
平成 26 年 4 月 1 日

職員数
平成 26 年度

退職者数
平成 27 年 4 月 1 日

採用者数
平成 27 年 4 月 1 日

職員数
151 人 4 人 5 人 152 人

２　職員の給与の状況
(1) 職員給与費の状況（一般会計決算）

区　分
職員数 給　与　費 一人当たり

給与費 B/AＡ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ
平成 26 年度 133 人 520,886 千円 63,895 千円 198,347 千円 783,128 千円 5,888 千円

（注）職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成 26 年 4 月 1 日現在の人数です。
　　  国民健康保険など特別会計は含みません。

(2) 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
長島町 44.6 歳 327,500 円 367,325 円

（注）「平均給料月額」とは、平成 27 年 4 月 1 日現在における職員の基本給の平均です。「平均給与月額」とは、
給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの全ての諸手当の額を合計したものです。

(3) 職員の初任給の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）
区　分 長　島　町 国

一般行政職
大学卒 174,200 円 174,200 円
高校卒 142,100 円 142,100 円

(4) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）
区　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任
主査

主幹
係長

課長補佐
技術補佐
主幹など

課長
など

職員数 8 人 6 人 23 人 28 人 34 人 18 人
構成比 6.8％ 5.1％ 19.7％ 23.9％ 29.1％ 15.4％

（注）幼稚園教諭や技能労務職員は含みません。

(5) 職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成 26 年度支給割合）

長　島　町 国
期末手当 2.60 月分 勤勉手当 1.50 月分 期末手当 2.60 月分 勤勉手当 1.50 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）
役職加算 5 ～ 15％ 役職加算 5 ～ 20％ 管理職加算 10 ～ 25％

③特殊勤務手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）
支給実績（26 年度決算） 3,894 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（26 年度決算） 125,613 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（26 年度） 20.5％

手当の種類（手当数） 11 種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

税務手当 徴税事務に従事する職員 町税の賦課および徴収業務
水道業務手当 簡易水道の業務に従事する職員 簡易水道事業の維持管理業務

老人ホーム勤務手当 老人ホーム長生園に勤務する職員 老人ホームにおける介護業務など
指導主事手当 教育委員会に勤務する指導主事 教育委員会における指導主事業務

長
島
町
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま
す④時間外勤務手当

支給実績（26 年度決算） 22,592 千円 職員１人当たり平均支給年額（26 年度決算） 150 千円

(6) 特別職の報酬などの状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額など 区　分 給料月額など

給
料

町　長 758,000 円 期

末

手

当

町　長
（26 年度支給割合）　3.10 月分

副町長 597,000 円 副町長

報
酬

議　長 303,000 円 議　長
（26 年度支給割合）　3.10 月分副議長 250,000 円 副議長

議　員 227,000 円 議　員

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）
区　分 状　　　況

勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分
休憩・休息時間 休憩時間　60 分

勤務を要しない日 土曜日、日曜日、国民の祝日、12 月 29 日～１月３日
年次休暇 １年間に 20 日。20 日を限度に翌年に繰越

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

５　職員の服務の状況
　地方公務員法第 30 条に「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定されています。
　この根本基準を実行するために、法令などおよび上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、
職務に専念する義務、さらには政治的行為の制限など，職務上の強い制限を課しています。
　服務規律の遵守については、職員研修や通知などにより、周知徹底を図り、綱紀の粛正および服務規律の徹底に努めています。

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成 26 年度）
(1)　研修の状況
　研修機関において職務上の階層ごとに行う、新規採用職員研修、新任課長級研修などのほか、外部講師を招いての「メ
ンタルヘルス研修」や「おもてなし研修」などを実施し、職員の能力開発、資質向上に努めています。
(2)　勤務成績の評定の状況
　長島町職員の目標管理による人事評価に関する規程により、勤務評定を実施しています。

◎問い合わせ先
　役場総務課職員係　☎（86）1111［代表］

７　職員の福祉および利益の保護の状況（平成 26 年度）
区　分 受診者数 区　分 受診者数

定期健康診断 77 人
人間ドック

1 日ドック 72 人
2 日ドック 14 人

結核定期健康診断 88 人 脳ドック   2 人
節目ドック   1 人

４　職員の分限および懲戒の状況（平成 26 年度）
処分の種類 処分者数 処分事由

分限休職（病気休職） １人 心身の故障による

⑤その他の手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容 支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（26 年度決算）

支給職員 1 人当たり平均
支給年額（26 年度決算）

扶養手当

配偶者  13,000 円　

同 ― 25,264 千円 277,626 円配偶者以外 6,500 円　
配偶者がない場合 11,000 円　
特定期間の加算 (16 歳～ 22 歳 ) 5,000 円　

住居手当
自宅（購入などから５年以内） 2,500 円

異
自 宅 に 係 る
住 居 手 当 を
支給　

3,901 千円 150,038 円
借家 最高 27,000 円

通勤手当

交通機関利用者 （ 運 賃 相 当 額 ）
最高 55,000 円

異

交 通 用 具 使
用 の 場 合、
距 離 単 価 が
相違

10,463 千円 91,781 円交通用具使用者
（自動車などの使用者について、

片道２㌔以上の距離の場合）

18,500 円を
限度に支給

管 理 職 手
当

総務課長 40,000 円
同 ―   7,488 千円 394,105 円企画財政課長、総合管理課長 36,000 円

その他の課長 32,000 円

②退職手当（平成 27 年 4 月 1 日現在）　
長　島　町 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445 月分 27.4050 月分 勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 勤続 25 年 29.145 月分 34.58250 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.5900 月分 勤続 35 年 41.325 月分 49.59000 月分
最高限度額 49.590 月分 49.5900 月分 最高限度額 49.590 月分 49.59000 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（退職手当組合特例制度による）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２％から 45％加算）

1 人当たり
平均支給額 21,311 千円 1 人当たり

平均支給額 ― 千円
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平成 28 年度から軽自動車税が変わります

後期高齢者医療保険料率が変わります

改正前
（平成 26・27 年度）

改正後
（平成 28・29 年度）

均等割
（被保険者一人

あたりの額）
51,500 円 51,500 円

所得割
（被保険者の所得

に応じて計算）
9.32％ 9.97％

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課国民健康保険係
　☎（86）1146［直通］
　県後期高齢者医療広域連合事務局業務課保険料班
　☎ 099（206）1329

種　　別 改正前 改正後 重課税率

四輪の
軽自動車

乗用
（５ナンバー）

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物
（４ナンバー）

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

三輪の軽自動車 3,100 円 3,900 円 4,600 円

原動機付
自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

重
課
税
な
し

50cc 超 　90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超　125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
自動車

農耕作業用
（トラクター、耕運機など） 1,600 円 2,400 円

その他
（フォークリフト、ショベルなど） 4,700 円 5,900 円

二輪の
軽自動車 125cc 超　250cc 以下 2,400 円 3,600 円

二輪の
小型自動車 250cc を超えるもの 4,000 円 6,000 円

　税制改正により、平成 28 年 4 月 1 日から軽自動車税が下記の

とおり変わります。

①平成 27 年 3 月までに新規登録済の軽
自動車については、平成 28 年度も改正
前の税額が適用されます。

②平成 28 年度から、原付、小型特殊、
二輪車、及び平成 27 年 4 月以降に新車
新規登録した軽自動車の税額を引き上げ
ます。

③平成 28 年度から、最初の新規登録か
ら 13 年を経過した軽自動車について、
改正後の税額から更に約 20％重課され
ます。

国
・ ・

保の加入と脱退には届け出を
　国民健康保険への加入や脱退、住所・氏名に変更が
あった場合は、異動があった日から 14 日以内に役場
保健衛生課、または指江庁舎総合管理課で届け出をし
なければなりません。
　社会保険などに加入しても、国民健康保険は自動的
に資格喪失にはなりませんので、国民健康保険証と勤
務先の保険証、印鑑を持参し手続きしてください。
▼加入の届け出が遅れると…
　保険税をさかのぼって納めることになります（遡

そきゅう

及
賦
ふ か

課）。保険証がないので届け出の日までに病院にか
かった医療費は、全額自己負担になります。
▼脱退の届け出が遅れると…
　国民健康保険の資格がなくなったあと、国民健康保
険の保険証を使って病院にかかると、国民健康保険で
負担した分の医療費を返納しなければなりません。
※各種届出にはマイナンバーカード、または番号通
知カードおよび運転免許証などの身分証明証が必要に
なります。

届け出が必要なのはこんなとき 届け出に必要なもの

国 民 健 康
保 険 に 加
入 す る と
き

他の市町村から長島町に転入してきたとき 他市町村からの転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者でない理由の証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、印鑑

国 民 健 康
保 険 を や
めるとき

他の市町村へ長島町から転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき

保険証、職場の健康保険の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保被保険者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑
生活保護を受け始めたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑
外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書、印鑑

その他

長島町内で住所が変わったとき
保険証、印鑑世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき 身分証明書（運転免許証など）、印鑑

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課国民健康保険係
　☎（86）1146［直通］

※国民健康保険被保険者証の更新
　国民健康保険被保険者証の更新については、３
月末日までに、各公民館などにおいて配布する予
定です。日程などの詳細については、後日、各公
民館長を通して連絡します。
※平成 27 年度分までの国民健康保険税に未納が
あると更新できない場合があります。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？　

　

後
発
性
医
薬
品
の
こ
と
で
、
価
格
の
安

い
薬
で
す
。
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
医

薬
品
に
は
、
同
じ
効
果
や
成
分
で
も
、
高

い
薬
の
「
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）」
と
安

い
薬
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
新
薬
よ
り
約
２
～
７
割
安
価
で
す
。

　

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
患
者
さ
ん
自

身
が
選
択
で
き
ま
す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
を
選
ぶ
こ
と
は
、
薬
代
を
低
く

抑
え
、
自
己
負
担
額
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。
伸
び
続
け
る
医
療
費
の
削
減
も
期

待
で
き
、厚
生
労
働
省
で
は「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
と
「
希
望
シ
ー

ル
」
に
よ
る
使
用
促
進
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

▼
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
に
切
り
替

え
た
い
と
き
は
？　

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
、
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
言
い
に
く
い

場
合
は
、｢

希
望
カ
ー
ド｣

ま
た
は
「
希

望
シ
ー
ル
」
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
中
の
薬
や
症
状
に
よ
っ
て
は
、
先

発
医
薬
品
し
か
発
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、
調
剤
す
る
薬
局
に
よ
っ
て
は
、
取
り

扱
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

っ
て
い
ま
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

知
後期高齢者医療保険料率の改定内容

■保険料率が変わります
　後期高齢者医療では、被保険者の皆さんの医療費の
動向などを踏まえ、2 年ごとに保険料率の見直しをす
ることになっています。
　平成 28・29 年度の保険料率を表のとおり改定しま
す。

■保険料改定の要因
　医療の高度化などにより被保険者一人当たり保険給
付費の増加や、少子高齢化に伴う現役世代からの支援
金の減少による後期高齢者負担率の増加、また平成
29 年度からの消費税増などにより、被保険者が保険
料として負担する必要額が増加しています。
　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、平成 27 年
度の剰余金見込の全額活用と積み立てている基金を最
大限活用して保険料率増加の抑制を行いましたが、所
得割率については引き上げることとなりました。

⇧
①

⇧

③
⇧
②

◎問い合わせ先
　役場税務課　☎（86）1172［直通］

①平成 27 年 3 月までに新規登録済の軽
自動車については、平成 28 年度も改正
前の税額が適用されます。

②平成 28 年度から、原付、小型特殊、
二輪車、及び平成 27 年 4 月以降に新車
新規登録した軽自動車の税額を引き上げ
ます。

③平成 28 年度から、最初の新規登録か
ら 13 年を経過した軽自動車について、
改正後の税額から更に約 20％重課され
ます。

※軽四輪車および軽三輪車については、
燃費性能に応じて軽自動車税が軽減され
る場合があります。
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２
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

12
日

13
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

28
日

29
日

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運
営
委
員
会
・

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

漁
港
整
備
事
業
地
元
陳
情　
　
（
鹿
児
島
市
）

当
初
予
算
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

東
消
防
分
遣
所
建
設
地
選
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

農
水
省
等
雪
害
状
況
調
査　
　
　
　
（
現
地
）

国
保
連
合
会
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
出
水
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
前
夜
祭　
　
　
（
獅
子
島
）

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

北
薩
広
域
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
・
土
改
連
理
事
会
・

治
山
林
道
協
会
理
事
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

苗
木
贈
呈
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
員
協
議
会
へ
の
報
告
会　
　
　
　
（
役
場
）

か
ご
し
ま
長
島
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会　
　
　
（
天
草
市
）

町
村
議
長
会
定
期
総
会　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

景
観
団
体
認
定
交
付
式　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
監
査
委
員
会
定
期
総
会
・
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
定
例
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
・
理
事
会
・

意
見
交
換
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

北
薩
土
改
連
支
部
説
明
会　
　
（
さ
つ
ま
町
）

出
水
地
区
議
会
研
修
会
・
交
流
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

駅
伝
出
水
地
区
合
同
解
団
式（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

九
州
財
務
局
理
財
部
長
協
議　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
研
修
会
・
県
奨
学
金
説
明
会
・
町
村

会
定
期
総
会
・
過
疎
地
域
臨
時
総
会
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
振
興
協
会
評
議
員
会
・
市
町
村
総
合

事
務
組
合
第
１
回
定
例
会　
　
（
鹿
児
島
市
）

国
保
連
合
会
総
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

本
町
通
り
落
成
式
・
祝
賀
会　
　
　
（
本
町
）

町
国
保
運
営
協
議
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

指
江
保
育
園
発
表
会　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鷹
巣
東
部
村
づ
く
り
交
流
会
講
演（
上
揚
公
民
館
）

学
校
再
編
三
者
協
議　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

襞ひ
だ

青
き
降
臨
の
峰
若
菜
摘
む　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

御お
さ
が降
り
を
硯
に
少
し
い
た
だ
き
ぬ　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

桜
島
句
碑
の
重
さ
に
息
白
し　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

初
空
や
飛
べ
な
い
翼
ひ
ろ
げ
み
る　
　
　
　

迫
口　

君
代

冬
ざ
れ
の
海
に
束つ

か

の
間
虹
の
橋　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

天
草
の
岬
に
浮
か
ぶ
初
夕
日　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

大
寒
の
親
指
に
貼
る
カ
ッ
ト
バ
ン　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

四
日
は
や
出
荷
の
鶏と

り

を
抱
き
抱
え　
　
　
　

大
堂　

早
苗

初
便
り
古
き
縁

え
に
し
と
嬰こ

の
笑
顔　
　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

十
万
羽
と
さ
か
ゆ
ら
ゆ
ら
初
日
差
し　
　
　

筑
前　

初
市

海
原
も
白
波
立
て
て
寒
に
入
る　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

ぼ
ん
た
ん
の
香
り
ほ
の
か
な
鰤
と
ど
く　
　

大
堂　

正
弘

［
短
歌
］

白
梅
に
ウ
グ
イ
ス
鳴
い
て
春
の
音
わ
が
ふ
る
里
は
な
か
な

か
に
良
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
貢

日
暮
れ
空
銀
翼
映
え
て
飛
機
還
る
我
家
の
屋
根
に
迫
り
遠

の
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

夕
暮
れ
の
港
に
帰
る
舟
ひ
と
つ
竿
を
か
つ
ぎ
て
笑
の
す
が

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

朝
毎
に
突
き
上
げ
ら
れ
し
パ
ン
ジ
ー
は
ひ
た
す
ら
耐
へ
り

花
壇
の
中
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

何
事
も
気
に
す
る
無
き
と
成
す
事
よ
や
る
気
成
く
な
り
事

終お
さ

ま
ら
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

揚
雲
雀
黒
き
大
地
を
風
渡
る
　
　
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

　50 代の夫が若年性認知症にな
り最愛の人が別人のように変わっ
ていった。愛と罵倒と悔恨の日々
を綴る壮絶な夫婦間介護日記。

　「大人になっても食べたい！」
と思う、王道レシピがたくさん。
甘辛しょうゆ味など、８つの味
別で見やすくなっています。

「
み
ん
な
の
大
好
物
レ
シ
ピ
」

南
田
佐
智
恵　

著

「
明
日
は
わ
が
身

　

若
年
性
認
知
症
の
夫
と
生
き
る
」

畑
よ
り
抱
き
か
か
へ
来
し
キ
ャ
ベ
ツ
洗
ふ
大
玉
な
る
を
喜

び
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

夕
暮
れ
て
庭
の
溜た

ま

り
に
月
映
る
諸
も
ろ
思
ひ
空
に
掌て

合
は

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

節
分
の
長の

ど
か閑

な
日
の
午
後
友
逝
け
り
寒
の
星
空
出
で
て
見

上
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

昨
日
今
日
寒
さ
の
続
く
雪
催
い
う
す
ら
薄
ら
に
夕
日
の
沈

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

雪
被か

ぶ

る
椿
の
緑
は
色
冴
へ
て
紅
の
蕾
は
柔
ら
か
く
染
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

人
家
な
き
峡か

い

の
小
さ
き
川
岸
に
吾
は
初
め
て
蕗
の
薹
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

雪
の
朝
足
跡
あ
り
て
た
ど
り
た
れ
ば
吾
を
案
ず
る
息こ
子
の

も
の
と
知
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

雪
降
る
を
喜
び
を
り
し
亡
き
夫
の
笑
顔
に
出
逢
ふ
朝
の
寝

覚
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

朝
日
差
す
藪
陰
の
な
か
芍
薬
の
赤
き
芽
出
で
し
に
涙
滲
み

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

久
び
さ
の
夜
来
の
雪
に
片
な
び
く
葉
群
れ
抜
き
出
で
水
仙

匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

皿
に
残
る
わ
ず
か
な
醤
油
惜
し
む
べ
し
も
う
少
し
刺
身
食

べ
ら
れ
る
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

人
の
背
に
従
き
て
生
き
来
し
明
け
暮
れ
の
幸
も
不
幸
も
ま

ず
ま
ず
に
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

連
れ
あ
い
の
亡
き
お
み
な
ご
が
手
押
車
押
し
つ
つ
道
を
上

り
て
ゆ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

朝
刊
を
配
り
来
る
人
が
家
猫
に
し
ば
ら
く
話
を
し
て
行
き

に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

実
を
付
け
る
こ
と
の
あ
ら
ざ
る
金
木
犀
二
度
咲
き
を
し
て

庭
に
匂
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
サ
ン
ダ
ル
一
足
乾
き
お
り
検
査
入
院
終
え
て

戻
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

作
業
着
の
と
れ
た
る
ボ
タ
ン
付
け
む
と
す
針
に
よ
う
や
く

糸
を
通
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
応
援
し
よ
う
と
す
る

社
会
的
機
運
の
醸
成
の
た
め
、
各
都
道
府
県
と
協
力
し
て
、

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
、
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
が

全
国
の
協
賛
店
舗
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
都
道
府
県
に
よ
っ
て
、
開
始
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

利
用
可
能
な
協
賛
店
は
、

下
記
の
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

掲
示
さ
れ
た
お
店
で
す
。

利
用
可
能
な

協
賛
店
と
は
？

全
国
共
通
展
開
協
賛
店
を
利
用
す
る
に
は
？

　

他
の
都
道
府
県
で
、
全
国
共
通
展
開
の
協
賛
店

を
利
用
さ
れ
る
場
合
、
い
ま
お
持
ち
の
「
か
ご
し

ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
に
全
国
共
通
ロ
ゴ

マ
ー
ク
シ
ー
ル
を
貼
付
の
上
、
利
用
さ
れ
る
協
賛

店
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
シ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

「
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
お
持

ち
の
か
た
に
対
し
、
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

各
自
お
持
ち
の
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス

ポ
ー
ト
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◎問い合わせ先
役場町民福祉課児童福祉係
☎（86）1157

み
ん
な
で
節
目
を
祝
お
う

　

町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

平
成
18
年
３
月
20
日
に
東
町
と
長
島
町

が
合
併
し
て
新
「
長
島
町
」
が
誕
生
し
、

今
年
３
月
20
日
に
町
制
施
行
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
に
当
た
り
、
町
全
体
で
10
周

年
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
向
け
た
出
発
点
に
す
る
た
め
、『
長
島

町
町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
』
を
挙
行

し
、
10
周
年
記
念
特
別
表
彰
や
中
学
生
に

よ
る
作
文
発
表
、
小
学
生
に
よ
る
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
町

民
歌
の
披
露
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

式
典
終
了
後
は
、
出
水
中
央
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、

会
場
に
は
小
学
４
年
生
（
10
歳
）
が
描
い

た
絵
画
も
展
示
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
，
ぜ

ひ
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

平
成
28
年
3
月
20
日
（
日
）

○
受　

付　

午
前
9
時

○
式　

典　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

○
会　

場　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

○
そ
の
他　

参
列
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

　
　
　
　
　

し
ま
す
。
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学
校
応
援
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

学
校
応
援
団
と
は
、
学
校
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
地
域
ぐ
る
み
で

学
校
を
支
援
す
る
た
め
の
組
織
で

す
。

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
を
、

で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
」
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
登
録
い
た
だ
い
て
い

る
人
は
約
80
人
で
す
。

　

活
動
の
内
容
は
本
の
読
み
聞
か

せ
、
農
業
体
験
指
導
、
書
道
の
指

導
補
助
、
ミ
シ
ン
指
導
補
助
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
活
動
に
興
味
の

あ
る
人
、
参
加
協
力
い
た
だ
け
る

人
は
、
地
域
本
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
本
部

　
（
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

　『
高
齢
者
学
級
』
開
設
団
体
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
学
級
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
の
学
習
を
学
級
単
位
で

行
う
も
の
で
す
。
活
動
の
や
り
方

は
指
導
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
程
度

○
開
設
期
間

　

平
成
28
年
５
月
～
平
成
29
年
２
月

○
条
件

　

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を

　

確
保
で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

○
申
込
締
切

　

平
成
28
年
４
月
末
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

『
生
涯
学
習
学
級
』
開
設
団
体
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
す
る
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活

動
や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。

○
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
、
年
10
回
以

上
開
設
で
き
る
こ
と

○
開
設
期
間

　

平
成
28
年
５
月
～
平
成
29
年
２
月

○
条
件

・
成
人
の
町
民
で
、
常
時
10
人
以

上
の
学
級
生
を
確
保
で
き
る
こ
と

　

た
だ
し
、
芸
術
文
化
団
体
の
育

成
の
場
合
、
青
少
年
を
対
象
と
す

る
団
体
で
も
可

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３
年

間
と
す
る
。
但
し
、
内
容
に
よ
り

特
に
必
要
な
場
合
は
延
長
す
る

・
代
表
者
が
、
説
明
会
な
ど
教
育

委
員
会
が
開
催
す
る
会
議
に
出
席

で
き
る
こ
と

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成
で

き
る
こ
と

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が
あ

る
こ
と

○
不
採
択
要
件

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
ま
た

申
請
内
容
を
審
査
の
う
え
、
次
の

よ
う
な
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
活
動
・
学
習
内
容
が
生
涯
学
習

学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要
性
が

低
い
場
合

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成
な

ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性
が
低

い
場
合

③
町
か
ら
の
助
成
金
の
大
半
を
飲

食
に
当
て
て
い
る
場
合
。

④
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合

⑤
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

低
い
場
合

⑥
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

し
、
独
力
で
の
活
動
が
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合

○
申
込
締
切

　

平
成
28
年
４
月
末

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

平
成
28
年
度
警
察
官
Ａ
（
大
学

卒
）
採
用
試
験

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
、
大
学
を

卒
業
又
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人

を
対
象
と
し
た
警
察
官
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

　

①
警
察
官
Ａ
（
男
性
）

　

 

ア 

鹿
児
島
県
…
68
人

　

 

イ 

警
視
庁
、大
阪
府
、滋
賀
県
、

　

 　

 

兵
庫
県
の
４
都
府
県
…
各
3
人

　

 

ウ 

神
奈
川
県
…
２
人

　

②
警
察
官
Ａ
（
女
性
）

　
　

鹿
児
島
県
の
み
…
12
人

　

③
警
察
官
Ａ
（
武
道
）

　
　

鹿
児
島
県
の
み
…
５
人

○
受
験
資
格

　

ア 

警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

　

・
昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
平

　
　

成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　
　

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

　
　

に
よ
る
大
学
（
４
年
制
以
上

　
　

の
も
の
）
を
卒
業
し
た
者
又

　
　

は
平
成
29
年
3
月
末
ま
で
に

　
　

卒
業
見
込
み
の
も
の
。

　

・
平
成
７
年
4
月
２
日
か
ら
平

　
　

成
11
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

　
　

た
者
で
、
い
わ
ゆ
る
飛
び
級

　
　

・
飛
び
入
学
に
よ
る
大
学
卒

　
　

業
（
見
込
み
）
者

　

イ 

警
察
官
Ａ
（
武
道
）

　

・
前
記
ア
に
該
当
す
る
男
性
で
、

　

  

柔
道
又
は
剣
道
が
３
段
以
上

　

  

で
あ
る
こ
と
。

○
受
付
期
間

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

3
月
28
日（
月
）～
4
月
11
日（
月
）

　

・
持
参
・
郵
送

　
　

3
月
28
日（
月
）～
4
月
13
日（
水
）

○
第
1
次
試
験
日
・
会
場

　

平
成
28
年
5
月
8
日
（
日
）

　

鹿
児
島
市

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
警
察
署
又
は
鹿
児
島
県

　

警
察
本
部

　

☎
（
73
）
０
１
１
０

平
成
28
年
度
労
働
基
準
監
督

官
採
用
試
験

　

人
事
院
及
び
厚
生
労
働
省
で

は
、
次
の
と
お
り
労
働
基
準
監
督

官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

(1)
昭
和
61
年
4
月
2
日
～
平
成

　
　

7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

　

(2)
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
の

　
　

生
ま
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

　
　

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び

　
　

平
成
29
年
3
月
ま
で
に
大
学

　
　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

　
　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人

　
　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

　
　

め
る
人

○
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

○
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
者
数

　

労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　
　
　
　
　
　
　

…
約
１
６
０
人

　

労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
約
40
人

○
受
付
期
間

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

４
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
　

4
月
13
日
（
水
）（
受
信
有
効
）

　

※
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
　

ト
申
し
込
み
を
ご
利
用
く
だ

　
　

さ
い
。

○
第
1
次
試
験
日

　

平
成
28
年
5
月
29
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
総
務
部
総
務
課

人
事
係

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
５

平
成
28
年
度
移
動
年
金
相
談

　

年
金
加
入
記
録
の
確
認
や
年
金

請
求
、
受
給
額
確
認
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
を
、
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日
・
場
所

　

・
４
月
14
日
（
木
）

　
　
　

役
場
指
江
庁
舎

　

・
６
月
９
日
（
木
）

　
　
　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
８
月
9
日
（
火
）

　
　
　

役
場
指
江
庁
舎

　

・
10
月
13
日
（
木
）

　
　
　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

・
12
月
8
日
（
木
）

　
　
　

役
場
指
江
庁
舎

　

・
平
成
29
年
2
月
9
日
（
木
）

　
　
　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

※
平
成
27
年
度
ま
で
は
、
偶
数
月

の
第
３
木
曜
日
で
し
た
が
、
平
成

28
年
度
は
８
月
の
み
第
３
木
曜
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
年
金
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
年
金
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意
！

　

税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
お
よ
び
税

務
相
談
の
税
理
士
業
務
を
行
う
こ

と
（
い
わ
ゆ
る
「
に
せ
税
理
士
」

行
為
）
は
、
税
理
士
法
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
や
決
算
書
な
ど
の
税

務
書
類
の
作
成
や
税
務
相
談
を
依

頼
す
る
場
合
は
、
税
理
士
で
あ
る

こ
と
を
確
認
の
上
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

植田辰哉バレーボール教室

日本元監督が小中高生らを指導全
　全日本男子バレーボールで、キャプテンとして
バルセロナ五輪に出場し、その後同監督としても
活躍した植田辰哉氏を講師として招いたバレー
ボール教室が 2 月 11 日、長島町総合町民体育館
で開催されました。
　同教室は、町制施行１０周年記念事業で実施さ
れたもので、この日は、町内の小中高生約１００
人が参加しました。小学生の部と中高生の部の午
前と午後に分けて行われた教室では、パスやブ
ロックなど基本を中心にトップレベルの指導が行
われていました。
　植田氏は「常に実戦を意識して練習するように」
と、約５時間にわたって練習方法などを指導。参
加した鷹巣中学校２年の長岡拓海さんは「指導の
中で、自分に練習が必要な部分にも気づくことが
できたので今後に生かしたい」と話しました。

NPO法人から桜の苗木 36本寄贈

観づくり一助に景
　出水市の NPO 法人「How To 21 Club」（吉井
秀之理事長）が 2 月 10 日、役場町長室で桜の苗
木 36 本を寄贈しました。
　同法人は、平成 20 年から天ぷら油のリサイク
ル運動に本町内で取り組んでおり、その協力への
お礼として、これまでも約 200 本の桜の苗木を
寄贈しています。
　吉井理事長は「協力をもらっている町民の皆さ
ん一人ひとりにお礼を言いたい。皆さんが集まる
場所へ植えていただければ」と桜の苗木を川添町
長へ手渡しました。
　今回寄贈された桜の苗木は、赤崎橋公園などに
植樹されています。

　2 月 10 日、蔵之元小学校（山田哲夫校長・児
童数 66 人）の学校農園で、ジャガイモ掘りが行
われました。昨年 10 月に植えたジャガイモを、
この日は全校児童で収穫。収穫したジャガイモは、
その日のうちに長生園、あかね園の２つの福祉施
設へ児童代表が教員と一緒に、それぞれ 20 ㌔ず
つ届けられました。
　あかね園を訪れた、大堂秀吉さんは「おいしく
召し上がってください。これからも元気でいてく
ださい」と話し、一緒に訪れた有馬敏暉さん、江
口倭斗さんとともに、利用者へ掘りたてのジャガ
イモを手渡しました。

　2 月 26 日、日本財団から特定非営利活動法人
ふうしゃにヘルパー車１台が贈呈されました。
　このヘルパー車は、今後、利用者宅の訪問時な
どの移動車両として活躍します。
　贈呈を受けた京田一則代表は「福祉車両の整備
は、私たちにとって必要不可欠なものであり、今
回の寄贈は非常にありがたい。さらに地域に根ざ
したサービスの充実につとめたい」と喜びました。

↑読み聞かせに聞き入る児童

蔵之元小学校

りたてのジャガイモを届ける掘
読み聞かせサークル「おやどり読書会」

巣小学校で本の読み聞かせ鷹

日本財団、ヘルパー車を寄贈

域福祉の向上に地

↑植田氏の指導を真剣に聞く中学生たち

↑苗木を渡す吉井代表（左から 2 人目）

↑贈呈を受ける京田代表（写真左）

　2 月 17 日、鷹巣小学校では朝読書の時間に、
読み聞かせサークル「おやどり読書会」（下平忍
代表）による、本の読み聞かせが行われました。
　このサークルは、人に本を読んでもらうことで、
本への関心を持ってもらい、大人になってからも
この経験から地域に貢献するきっかけづくりにし
てほしいという思いから平成 26 年に発足。現在
は地域ボランティアを含め約 30 人のメンバーで
構成されています。
　この日は、5 人のメンバーと獅子島の子落とし
塾の大学生 2 人もボランティアで参加し、各学
年に分かれて読み聞かせを行っていました。
　下平代表は「読み聞かせは、読み手によって雰
囲気が変わり、毎回、新鮮な気持ちで話を聞くこ
とができる。今は、鷹巣小学校で 1 学期に 1 回
ずつしかできていないが、今後は他校でも活動し
ていきたい。読み聞かせをするメンバーを随時募
集しているので、興味のある人は気軽に連絡をく
ださい」と話していました。

　商店街グルメの頂点を決める 2015Show-1 グ
ルメグランプリ本大会が 2 月 13 日・14 日の２日
間、霧島市で開催されました。
　本町から、長島町商工会青年部（大迫直人部長）
が改良を重ねた「長島ど～ん鰤　B-style」で３回
目の参戦。この他、県内 8 団体が趣向を凝らし
たグルメで参戦し、しのぎを削りました。
　今年度は、鹿屋市のカンパチを使用した「カン
パチ de リゾット」が頂点に輝き、「長島ど～ん鰤」
は僅差で 3 位となりました。大迫部長は「多く
の方々のご支援、ご協力による獲得できた 3 位
入賞です。ご声援ありがとうございました」と話
しました。

↑ 3 位入賞を果たした長島町商工会青年部

2015show-1 グルメグランプリ

島ど～ん鰤 B-style は 3 位入賞長

↑ジャガイモを手渡す児童

↑
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
み
ん
な
で
運
搬
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↑認定された景観協定団体など

↑会場を手入れするボランティア
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１６４

８ ９３ ７

１５１０ １３ １４

２２ ２３１７ １８ ２０ ２１

１２

５４

１９

１１

3/27 ２１

６

２４ ２５ ２６

3/28 3/29

１６

２８

3/30 3/31

２７ ２９ ３０

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○阿久根眼科 72-0040
○北園歯科医院 64-2151
□メープル薬局 62-9292
□高松薬局 73-4002
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■春の全国交通安全運動
（15日まで）

◎母子相談（1歳）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○林泌尿器科クリニック64-8800
○さくら通りクリニック62-2311
○林胃腸科外科 73-3639
○久木田歯科医院 73-0470
□マリン薬局 63-6678
□さくらんぼ薬局 68-7000
□阿久根薬局 72-1017
◇こどもクリニック永松64-1500

□長島町消防団入退団式
（長島町総合町民体育館）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○友愛クリニック 64-2101
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○塩山歯科医院 62-2634
□長島調剤薬局 64-5555
□めぐみ薬局 82-5551
□フタヤ薬局 67-5253
□三文字薬局 75-0073
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎ 1歳 6カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

昭和の日

○平尾診療所 88-2595
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○しもぞのクリニック 63-8300
○上園医院 73-1055
○村岡歯科医院 62-0601
□オレンジ薬局 79-3972
□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○長島クリニック88-6405
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○有村産婦人科・内科 73-4180
○太田歯科クリニック 84-4700
□しおかぜ薬局 88-6011
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□さかえまち薬局 72-0978
◇出水総合医療センター67-1611

□恵比寿市（茅屋漁港）

● 4月 29日は昭和の日です。
　昭和の日は「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を
顧み、国の将来に思いいたす」ことを趣旨としています。


